
陸海空自衛官の

福利厚生・待遇



隊員の待遇（一覧）

身 分 特別職国家公務員

勤務時間 ８時１５分から１７時までの１日７時間４５分（基準）

休養日
週休２日制（基準）訓練等で休養日に勤務した場合、代休日が指定さ
れます。

年次休暇
毎月２日（年間２４日）が付与され、３０日を限度として翌年に繰り
越されます。

特別休暇
一般職国家公務員と同様。年末年始・夏季休暇の他、ライフイベント
に応じた特別休暇が取得可能。

無料支給
又は貸与

営内宿舎費、食事（隊員食堂に限る）、制服、作業服、靴、その他の
装備品、寝具

昇 給 年１回

諸手当

扶養手当、地域手当※１（最大俸給の２０％）、特地勤務手当※２（最
大俸給の２３％）、広域異動手当、寒冷地手当、通勤手当、住居手当、
営外手当、航空手当、乗組手当・航海手当、指定場所生活調整金※３
（２０万円／年）など

※１：所得の地域格差を解消させるため、勤務場所に応じた割合で支給
※２：生活の不便な地に勤務する隊員に勤務場所に応じた割合で支給
※３：自衛官候補生及び一般曹候補生として採用された者に対して、採用日から６年経過するまでの間支給



自衛官なら生活費がかからないため、
自分の計画で有意義なお金の活用が
可能だよ！

※自衛官なら
生活費、医療費、被服代
が原則無料！

さらに、夏・冬年２回の
ボーナスあり！
（俸給月額等の４.６月分）

税等
2万円

税等
2万円

新潟県高卒初任給平均

約189,000円

高卒自衛官（２士）初任給

224,600円

サラリーマン（１人暮らし） 自衛官（営内）

雑費
3万円

予備費
17.4万円

予備費は約150,000円/月もの差があるよ。

予備費
2.5万円

雑費
3万円

家 賃 ： 4 . 6 万 円
光熱費： 1 . 4万円
通 信 料 ： 1 万 円
食 費 ： 4 . 4 万 円

生活費
11.4万円

病気や怪我をしたら？
病院・薬代等で予備費
が不安。

予備費（自由に使えるお金）
174,600円/月

予備費（自由に使えるお金）
25,000円/月

新卒サラリーマンと自衛官新隊員の初任給・生活費比較



隊舎の老朽化対策
・ 令和５年度より、老朽化した隊舎等の建替・改修（最適
化事業）を推進

・ 令和６年度以降、建替隊舎は原則完全個室化
・ 令和７年度末までに、和式便器野洋式化をほぼ完了等、
隊員の居住環境の改善を推進

《洗面所の改修》 《完全の個室化》

（イメージ）（イメージ）

通信環境の整備
・ 令和６年度より、各駐屯地／
分屯地の厚生施設のみでなく、
生活隊舎（自習室等）へのWi
-fi設置に着手
・ 令和７年度末までに全駐屯
地／分屯地の生活隊舎（自習室）
にWi-Fi環境を１回線整備
（令和１０年度末までの整備計画を前倒し）
・ じ後、導入効果を確認して、令和８年度以降、各
フロア自習室等の通信環境の整備を検討

空調設備の整備
・ 令和５年度以降、隊舎や宿舎等に設置されている空
調設備を拡充
・ 令和６年度以降、２４時間運転を追求
・ 令和７年度は、個別空調機の充足完了及び空調が
整備されていない駐屯地等へ窓用エアコンの整備拡大

《ルームエアコン》 《ウィンドウエアコン》

備品等の充足
・ 令和５年度より、営舎用備品（ロッカー、小型
冷蔵庫等）の仕様見直しや被服等の更新を拡充
・ 予備自衛官等の被服・装具を常備自衛官と
同等品に整備
・ 令和７年度は、老朽化した備品の更新を完了
するとともに居室備え付け備品等の逐次換装

《営舎用備品の仕様見直し》 《被服等の改善》

（イメージ）

生活勤務環境の改善のための取組（陸上自衛隊）



士の人材確保のための処遇改善



生活の充実（共済サービス）



育児と任務の両立支援



女性活躍の推進、仕事と育児等の両立



事故や病気に対する死亡・入院手術のリスクに対する保障についても万全。
駐屯地内に団体保険会社の職員も常駐していますのでいつでも相談できます。
多くの隊員相互の共助精神で少ない掛け金で大きな安心を得られることができます。

死 亡・障 害

入 院

手 術

疾病

防衛省職員

団体傷害保険

防衛省職員

団体医療保険

防衛省職員

団体生命保険

通 院傷害

健康リスクへの保障（各種保険等）



区 分 組合員・配偶者 こども契約 備 考

掛 金 １，０００円 ２５０円 * 加入限度口数 本人 4口 配偶者 3口

こども 3口

*入院共済金は３日以上の入院で１日目から支払
い（１共済期間１８０日を限度） *病気でもケ
ガでも保障

入院共済金(病気又はケガ） １日 ３，０００円

死亡･重度障害共済金 ５００万円 ７０万円

手術共済金 １入院１回 ３万円

（１）生命・医療共済の保障内容等（１口加入の場合）

区 分 掛 金 保障の対象 共済金額

火災等による損害

年額 １口２００円

限度口数

建物：６０口※

動産：３０口

※延床面積及び構造に
より限度口数が決定

火災（自火）、落雷、類焼、消防破壊、
消防冠水等、ガス等の破裂・爆発等

加入口数×５０万円

最大９０口 ４，５００万円

風水害等による損害

台風、暴風雨、洪水降ひょう等、豪雪、
雪崩、地震、噴火、津波、凍結による水
道管の破裂に起因する損害

加入口数×６千円～６万円※

最大９０口 ５４０万円

※損害の程度により６千円（１/３未満の損害）～６万
円（全損）となります。

防衛省共済組合の保障（一覧）

（２）火災・災害共済の保障内容等

（3）退職者生命・医療共済の保障内容等

区 分 掛 金 入院共済金 死亡・重度障害共済金 備 考

本人コース

全１２コース
約１０６万円～

約４０３万円

1日 5,000円

1日10,000円

1口 100万円

3口 ３00万円

5口 500万円

*8５歳まで保障

*１回の入院で１２０日、通算して１，０００日まで保障

*死亡・重度障害共済金 ７０歳～８５歳は一律１００万円
本人・配偶者

コース

詳しくお知りになりたい方は「防衛省共済組合」で検索！または⇒のQR
を読み込んでください。

リスクへの保障（各種保険等）



「団体障害保険」と「個人加入の障害保険」の違い


